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令和８年３月18日開催

長野市都市内分権審議会 資料４
地域活動支援課

中山間地域のあり方について

R5.10.19開催 「信更地区ようこそ市長室」の概要

地区からの懇談要旨：これからの中山間地について

➢ 信更地区住民自治協議会は、平成20（2008）年７月12日に発足し、今年で15年になる。

➢ しかし、ここに来て例えば、生活道路の草刈や支障木の撤去、地区役員などのなり手、

など中山間地がかかえる様々な課題が見えてきた。

➢ 長野市の人口統計をもとにした信更地区の表を掲載した。

➢ 表のとおり、人口減少、地区担い手の減少、高齢化が進んでいる。30年、50年前と同じ

ような地区の活動など望むことは不可能と思われる。

➢ このままではいずれ終焉を迎えることになると思われる。

➢ しかし、まだ地区で生活している人がいる。

➢ その人達の生活を維持し、クラッシュだけは避けソフトランディングしたいと考えている。

人口統計7月（長野市信更町）

総人口 男 女

H20(2008) 2,727 1,359 1,368 325 1,355 1,047 38.4% 1,023

R5(2023) 1,713 863 850 85 681 947 55.3% 844

増 減 -1014 -496 -518 -240 -674 -100 16.9% -179

増減率 -37.2% -36.5% -37.9% -73.8% -49.7% -9.6% 44.0% -17.5%

世帯数
人　口

年 0～18歳 19～64歳 65歳以上 高齢化率



2信更地区からの資料提供



3中山間地域に共通する課題と対応

主な

課題の

内容

➢ 民生児童委員や消防団員、その他地域福

祉・防災等の様々な分野において担い手が

不足しており、複数の役を兼務するなどの

負担

➢ 高齢化、人口減少に伴うコミュニティ（互助・

共助）機能の低下と、存続そのものが危ぶま

れる集落の増加

➢ 草刈・支障木伐採、雪下ろしや除雪などの地

域共同作業ができなくなりつつあるほか、

空き家や農地・山林の管理が行き届かず、ま

た公共交通の縮小など安心・安全な生活環

境の維持に懸念

➢ 人口減少等により道路等のインフラ維持、医

療・福祉サービスの提供体制への不安、ひい

ては地域の将来に対する不安

主な

市の

対応の

状況等

◆ 中山間地域９地区の住民自治協議
会との「中山間地域のあり方研究
会」を設置し、短期と中長期に分け
て対応等の研究を開始

◆ 総務省の「集落支援員」制度を中山
間地７地区にモデル的配置

◆ 市共通ミッション「集落点検」「草刈
りマップ作成」ほか地区ミッション
を設定

◆ 令和７年度からラジコン式草刈り
機の住民への貸出事業開始

◆ 支所・公民館等の地域機関のあり
方の研究開始

◆ 消防局の定年延長職員を、土木職
員のいない２地区に配置

◆ 策定中の総合計画に、中山間地域
の将来像・価値・基本的方針等を盛
り込むことを検討



4ご意見をいただきたいポイント

ポイント

コミュニティ機能の低下が著しい中山間地域において

住民自治の観点から行政に求められることはどんなことか？

◎他の地域とは異なる厚めの行政支援が必要では…



5参考資料

【参考：R7集落支援員制度：総務省HP資料】



6参考資料

メーカー 株式会社IHIアグリテック

リモコン小型ハンマーナイフモア

SH-950RC

機器名

型番

仕様 45度までの法面に対応 軽トラックでの運搬が可能

◆ラジコン草刈機貸出事業について

対象地区 ●集落支援員及び地域支援員を配置した中山間地域９地区
●七二会支所に配備

対象団体 ●住民自治協議会
●対象地区内の除草作業を実施する団体

利用範囲 ●道路、河川敷地、公園等、公共用地の草刈
●その他、市が認めるもの

貸付料 ●無償 ただし、費用負担は右表のとおり

市

定期点検費用 損耗・経年劣化
にかかる修繕費
部品代 傷害保険料 賠償責任
保険料

借
用
団
体

運搬費 燃料費
借用者の不適切な取扱に起因す
る故障等の修理費
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